
埼玉県ソフトボール協会 令和 7 年度 第５回理事会 議事録 

 

• 日時: 令和 8 年２月２１日（土） 9 時３０分～11 時３０分 

• 会場: さいたま市立岸町公民館２階第一会議室（さいたま市浦和区） 

• 出席者：２７名（敬称略） 

理事: 鈴木会長、石田・豊田・保﨑・篠崎（副会長） 

磯谷理事長、平澤・大木・清水・河村・山野邉（副理事長） 

      竹谷（財務）、三浦（競技）、松本（審判）、舘岡（報道）、大芦（普及） 

増淵（学連）、黒須（県東）、内藤（県西）、紺野（県南）、飯嶋（県北） 

岡田（中央）、上島（事務局長・書記） 

 監事：梅澤（県北） 

オブザーバー：石倉（次期小学生委員長）、高橋（次期県北事務局長）、金子（県西） 

• 欠席者：４名（敬称略） 

 理事：田中（副会長）、関（副理事長）、会見（総務）、桑名（強化） 

 

• 配布資料: 

    1. 第５回理事会 次第 

    2. 令和８年度競技計画（案）第四版 

-------------------------------------------------------------------------------- 

０. 会議概要 

本理事会は、３月の評議員会に向けて令和７年度の総括および令和 8 年度に向けた組織運

営の基盤を固める極めて重要な会議でし。新年および次年度への移行期にあたり、埼玉県ソ

フトボール協会が持続的な発展を遂げるための戦略的な意思決定が求められている。 

冒頭、事務局より出席者及び配布資料の確認を行い定刻午前９時３0 分開会が宣言された。 

 

１． 会長・理事長挨拶要旨 

冒頭、鈴木会長および磯谷理事長より、今年度の無事な事業運営に対する謝意と、新シーズ

ンに向けた「組織の結束」の重要性が強調された。これは単なる儀礼的な挨拶に留まらず、

ボランティア精神に支えられた競技団体の士気を維持し、次年度の円滑なスタートを確実

にするための戦略的なメッセージである。組織の意思統一が確認されたところで、具体的な

報告事項の審議へと移行した。 

本会議では、前年度の具体的な成果報告を基盤としつつ、組織の根幹に関わる次期人事およ

び中長期的な競技存続に向けた課題を審議する。 

 



2. 日本ソフトボール協会および関連団体報告 

磯谷理事長より以下の報告がなされた。 

外部環境の変化、特に注目すべきは、中学生世代を対象とした「カテゴリーU15」の動向で

ある。令和 8 年 2 月 23 日に開催予定の全国専門委員長会議を控え、全日本中学校体育大会

（全中男子）の廃止に伴う部活動の地域移行（地域展開）への対応が急務となっている。本

県協会としても、競技人口の「底辺」を支える世代の受け皿を早期に整備することは、将来

的な協会運営の安定性を左右する死活問題である。地域クラブとの連携強化や受け皿の確

保は、組織の存続をかけた最優先課題として位置付けられる。 

 

3. 令和 7 年度 歳入歳出決算報告および監査報告 

令和 7 年度の財務状況について竹谷財務委員長より効率的な予算執行と適切な管理により、

健全な財務体質が維持されていることが確認された。 

監査報告 ：梅澤監事（県北）より以下の通り監査報告がなされた。 

令和 8 年 2 月 7 日、監事 4 名（梅澤、大沢、伊藤、山本）により厳正な監査が実施された。

その結果、会計処理は適正であり、全ての数値において相違ないことが認められた。 

 

繰越金の増加要因としては、大会残金等雑収増・審判認定料増・日本協会からの還元金増が

報告された。また、会議費の大幅な抑制は、組織全体にガバナンス意識が浸透した結果であ

り、創出された剰余金は次年度の不確実な経済状況に対するリスクバッファとして機能す

る。 

 

 

4. 令和 8 年度 役員改選および新組織体制 

次年度役員改選について事務局より提案がなされ、全会一致で承認された。 

新組織体制の骨子 

• 正副会長・理事長： 菅原会長、磯谷理事長を筆頭に、各支部長を副理事長に配置。 

• 主な役員変更・重点配置： 

    ◦ 総務企画： 清宮氏（新任） 

    ◦ 審 判： 岡野氏（新任：県西審判長兼務） 

    ◦ シニア： 中澤氏（新任） 

    ◦ 小学生： 石倉氏（新任） 

    ◦ 事務局： 県南支部 関口氏（新任）、県北支部 高橋氏（新任） 

• 技術・指導者委員会： 国スポ各種別監督経験者等を登用し、競技力の向上を狙う。 

今回の改選では、実務を担う委員会に若手や現場精通者を配置することで、現場のニーズを

即座に組織運営に反映させる「現場主義」へのシフトを明確にした。これにより、意思決定

の迅速化と組織の若返りによるイノベーションが期待される。 



5. 令和 8 年度 事業計画案および競技運営方針 

三浦競技委員長より８年度事業計画の提案がなされた。次年度の事業計画は、参加チームの

利便性向上と事務局の負荷軽減、そして「統一されたガバナンス」の確立に主眼を置く。 

主要な変更点と運営戦略 

• 統一テンプレート（ひな型）の策定： 支部ごとに異なっていた大会要項、申込書、通知書

類を全県で統一する。これにより、組織としての「一体的なガバナンス」を確立し、事務的

な摩擦を解消する。 

• DX の推進： 大会結果等の連絡を、従来の対面からメール一斉配信およびホームページへ

の即時反映へ移行。代理抽選制の導入と併せ、関係者の拘束時間を大幅に削減する。 

• 日程の最適化： 全日本実業団関東予選会を 5 月連休から 5 月 16・17 日へ変更。 

• 競技普及： 未登録チームの大会参加を一部開放し、競技人口の裾野拡大を図る。 

未登録チームへの門戸開放は、競技者層の掘り起こしに不可欠な施策である。本案は、篠崎

副会長（県北会長）の提言に基づくものであり、組織の透明性と信頼性を高める基盤となる。 

 

 

6. 令和 8 年度 歳入歳出予算案の策定 

竹谷財務委員長より令和８年度予算について提案がなされた。物価高騰等の不確実性を織

り込みつつ、持続可能な活動を支える予算を策定した。 

令和 8 年度 予算の基本方針 

• 歳入規模： 約 978 万円（繰越金を含む一般会計） 

• 事務費の調整： 通信費、資材価格の高騰に対応するため、前年比で約 1 割増を計上。 

• 特定積立金の計上： 将来のリスクや大規模事業、突発的な事故に備え、新たに 10 万円の

積立金を計上。 

特定基金（積立金）の計上は、組織のレジリエンス（回復力）を高めるための戦略的投資で

ある。限られたリソースを将来の備えに重点配分することで、堅実かつ持続可能な運営体制

を目指す。 

 

 

7. 令和７年度優秀選手賞及び功労者について提案 

優れた成果を挙げた個人・団体の顕彰は、県協会のブランディングと会員の帰属意識向上に

寄与する。 

主な表彰対象 

• 知事表彰： 鈴木会長（長年の地域貢献と多大なる功労） 

• 埼玉県スポーツ賞： 

    ◦ 栄光賞： 鈴木選手（U15 ワールドカップ優勝）、西田選手（ワールドゲームズ優勝） 

    ◦ 優秀選手賞： 後藤選手、坂本選手（ともに戸田中央メディックス埼玉）、城西大学女子 



ソフトボール部（大学選手権優勝） 

    ◦ 功労賞： 清水利晴氏（県北支部長） 

• 日本協会表彰： 田中明美氏、田中克美氏、星野英治氏（功労表彰） 

• 県ソ協表彰：５支部合計 15 名＋９チーム 

優勝者や長年の功労者を公式に顕彰することは、埼玉県のソフトボールが高い水準にある

ことを内外に知らしめる絶好の機会である。これが次世代選手の育成と競技の社会的地位

向上に繋がる。 

 

8. 各委員会からの重要報告と懸案事項 

現場の課題解決は、組織全体のガバナンス強化に直結する。 

① 小学生委員会（石倉氏） 

選出基準の透明化： 全日本大会繰り上げ選出による関東大会出場チームについて前例

を参考に明確な基準を、大会要項に記載いただきたいとの提案がなされた。その結果、

４月の関東小学生選抜大会出場チームは前例を参考に優勝チームに敗れた３位チーム

とすることが承認された。 

酷暑対策：夏季の熱中症リスクを回避するため、大会時期を秋季へ移行することを JSA

にて検討。文部科学省や各教育委員会と JSA を通じて連携し、秋季大会への参加に伴

う平日の欠席が「公欠」として認められるよう働きかけを行う。これにより、児童の安

全確保と学業・競技の両立を支援する。秋季大会の予選会は行わず、選考方法について

は継続検討とすることの確認がなされた。 

② 審判委員会（松本委員長） 

ガバナンスとデータ管理 ：登録名簿および認定番号の完全データ化（Excel 化）を徹底

し、金銭の動きと人員を一致させる。これにより、財務上のガバナンス不備を解消、男

女比率の把握を行うとの提案がなされ承認された。また、指導者資格の確認について令

和８年度も支部予選会から徹底するとの報告がなされ、コンプライアンスの遵守とスマ

ホ活用による効率化を両立させる。 

③ その他（河村支部長） 

JD リーグチケット協力：JD リーグのチケット販売について、各支部の割当（各節 20

枚）の依頼があり承認された。協会全体の財務リスク管理および JSA における本県協

会の評価を維持するために極めて重要である。各支部は責任を持ってこの役割を果た

すことが求められた。 

 

9. 審議の総括と今後の展望 

本理事会における審議により、年度末の総括と新体制へのスムーズな移行に向けた全ての

議案が承認された。3 月 14 日に開催予定の評議員会に向け、各支部の出欠確認と資料の最

終整備を行う。 



 

１０．閉会挨拶 

今季で退任される篠崎副会長より、「新体制の下で一歩でも前進することを期待する」との

決意が共有された。本理事会での決定、特に「行政との連携による熱中症対策」「統一ひな

型によるガバナンス強化」「リスク管理のための積立」は、旧来の慣習を脱却し、透明性が

高く開かれた組織へと変貌するための強固な土台となるものである。 

以上 

-------------------------------------------------------------------------------- 


